
斜里地区消防組合

消防署/ウトロ分署

SHARI FIRE DEPARTMENT



斜里町について

斜里町は、北海道東部、オホーツク海
に面した、人口約１万人、農業と漁業と
観光業が基幹産業のまちです。

小麦、甜菜、馬鈴薯を主体とした畑作
農業が行われ、日本の穀倉地帯との一つ
となっています。漁業では水産資源に恵
まれたオホーツク海を漁場とし、サケ・
マスの水揚げが日本一となっています。

知床半島周辺海域は北半球で最も南ま
で流氷が押し寄せる海で、流氷がもたら
す特異な生態系と多様な動植物の生息が
評価されユネスコの世界自然遺産に登録
されています。

知床五湖

青森県弘前町と友好都市盟約を記
念して、「弘前ねぷた」が斜里町へ
伝授され、「しれとこ斜里ねぷた」
として、毎年７月にねぷた祭りが開
催されています。
北海道三大行燈祭りの一つとして
も知られており、住宅の２階ほどの
高さにもなるねぷたを引いて、まち
を練り歩く姿はとても迫力がありま
す。

斜里町ウトロ地区には、知
床観光の拠点として、大小さ
まざまな宿泊施設があり、近
年のインバウンドツーリズム
の増加により、年間約９０万
人の観光客が訪れます。

海一面に押し寄せる流氷（ウトロ）

しれとこ斜里ねぷた祭り



組織について

斜里地区消防組合は斜里郡３町（斜里町、小清水町、清里町）で構成され、
斜里町には市街地に消防本部及び消防署、知床の玄関口であるウトロ地区に
ウトロ分署が設置されています。

消防署、ウトロ分署には現在あわせて３８名の職員が勤務しており、平均
年齢は３４．３歳と比較的若い職員が多く、また令和５年４月より女性消防
吏員が１名採用され勤務しています。

職員は消防隊、救急隊、救助隊の兼任隊となっており、全員が広く消防活
動を担っています。

消防本部・消防署庁舎 ウトロ分署庁舎



斜里町アクセス

○ 札幌市（約３７０ｋｍ）・・・・・・５時間３０分

○ 旭川市（約２３０ｋｍ）・・・・・・４時間

○ 北見市（約８０ｋｍ）・・・・・・・１時間３０分

○ 網走市（約４０ｋｍ）・・・・・・・４０分

○ 釧路市（約１３０ｋｍ）・・・・・・２時間３０分
（車、バスの場合）



町内施設等

医療機関
斜里町立国民健康保険病院（内科・外科・整形外科・小児科・産婦人科）
水柿内科医院（内科・小児科）
道立ウトロ診療所（内科）
歯科医院 ６施設

公共機関
公民館、ホール、図書館、博物館、陸上競技場、野球場、テニスコート、
キャンプ場、道の駅 等

商業施設
コンビニエンスストア ７店舗 スーパーマーケット ５店舗
ドラッグストア ２店舗 ホームセンター ２店舗
１００円ショップ １店舗 ガソリンスタンド ８店舗
コインランドリー ３店舗 カラオケBOX 等

飲食店
ラーメン店、焼肉店、寿司店、居酒屋、喫茶店、そば店 等



災害について

火災は、１年間で５～１０件程度発生しており、主に
建物火災、車両火災、野火等が多くなっています。
消防署では対応力を強化するため、火災防ぎょ訓練を
全職員で行っているほか、CAFS（圧縮空気泡消火システ
ム）を搭載した消防車等を導入しています。

救急は、１年間で５００件超発生しています。高齢化
や観光客の増加により救急件数も増加傾向にあり、また
インバウンド需要の高まりにより外国人傷病者も近年増
加しています。
日本語が話せない傷病者に対応するため、通訳サービ
スを用いたリアルタイム通訳等を活用し対応にあたって
います。

救助は管轄内に斜里岳、羅臼岳など登山客に人気の山
があることから山岳救助が年数件発生しています。
またオホーツク海に面しており、日本有数の鮭の漁場
であることから釣り客による水難事故も発生しています。
令和４年には知床沖にて知床観光船沈没事故も発生し、
当消防署も要救助者の捜索、搬送にあたりました。

毎年山岳救助を想定した登山訓練を実施しているほか、
海の事故においては海上保安庁や関係機関とも連携した
訓練を実施しています。



庁舎・設備について

消防本部・消防署庁舎

事務室 通信指令室

仮眠室 トレーニングルーム

訓練施設（立て坑救助） 訓練施設（ロープ渡過）



勤務体制について

職員は消防隊、救急隊、救助隊の兼任隊となっており、
また予防査察等にも関わるため職員全員が広く消防活動を
担っています。

消防署は２部制で１当務７～８名勤務、ウトロ分署は３
部制の４名勤務となっています。
日勤 ８時４５分～１７時３０分
当務 ８時４５分～翌日８時４５分

（うち８時間３０分は休憩・休息時間）

比較的小規模な消防署ですが、人員不足時は管理職も当
務に入るなどして、職員が有給休暇等を十分に取得出来る
ようにしています。
また産休・育休の取得を推奨しており、昨年度は２名の
男性職員が育休を取得しております。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

勤務イメージ（２部制）



免許・資格取得補助について

補助

・大型自動車運転免許
（採用後取得する場合、追加・補習費用は除く）

公費による取得・講習受講

・小型移動式クレーン運転技能講習
・玉掛技能講習
・小型船舶操縦士（2級）
・ドローン操縦士ライセンス
・酸素欠乏硫化水素危険作業主任者
・予防技術検定
・刈払機取扱作業者安全衛生教育
・PCEC
・ITLSアクセス
・周産期救急医療研修
・小児救急医療研修



斜里地区消防組合
https://sharifd.jp/

斜里町
https://www.town.shari.hokkaido.jp/index.html

スムトコシレトコ
（斜里町移住者向け情報サイト）

https://shiretokobranding.org/shari-iju/

各種ホームページ



お問い合わせ先

斜里地区消防組合消防署
〒０９９－４１１３
北海道斜里郡斜里町本町１４番地３
TEL：０１５２－２３－２４３５
FAX：０１５２－２３－２４９４

斜里地区消防組合消防署ウトロ分署
〒０９９－４３５１
北海道斜里郡斜里町ウトロ香川２番地
TEL：０１５２－２４－２１１０
FAX：０１５２－２２－５３５５
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